
今 月 表 紙の

　今月の表紙は、入叶津地区の皆さんが環境保全
の一環として休耕田で育てたヒマワリです。「多面的
機能支払交付金事業」を受けて、５月に種を蒔いた
ものが、８月に一斉に花を咲かせました。夏の青空に
向かって、目一杯の背伸びをしていました。（上記事
業に関して：農林建設課農林係82-5230）
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実践できていますか  ？ 新しい生活様式 ！

　
４
月
中
旬
を
ピ
ー
ク
に
一
時

は
落
ち
着
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
新
規
感
染
者
数
が
、
６

月
末
か
ら
再
度
増
加
し
始
め
、

７
月
末
に
は
、
全
国
の
新
規
感

染
者
数
が
１
日
に
１
，
０
０
０

人
を
超
え
る
日
も
あ
り
ま
し
た
。

８
月
19
日
に
は
、
会
津
地
方
初

と
な
る
感
染
者
が
会
津
若
松
市

で
確
認
さ
れ
、
生
活
圏
の
間
近

ま
で
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

　
生
活
す
る
上
で
移
動
や
外
出

は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
過
度
に

不
安
に
思
わ
ず
、
正
し
い
情
報

に
基
づ
い
た
判
断
と
行
動
を
心

が
け
、
少
し
で
も
感
染
拡
大
を

減
ら
す
た
め
に
一
人
一
人
の
予
防

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

 

感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の

　
　
　
　「新
し
い
生
活
様
式
」

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
出
現

に
伴
い
、「
新
し
い
生
活
様
式
」

が
提
言
さ
れ
４
か
月
が
過
ぎ
ま

し
た
が
、
皆
さ
ん
、
実
践
さ
れ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　
新
し
い
生
活
様
式
は
、
飛
沫

感
染
や
接
触
感
染
等
の
対
策
と

実践できていますか  ？ 新しい生活様式 ！

し
て
、
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

○
人
と
人
と
の
距
離
は
２
メ
ー

　
ト
ル
以
上
（
最
低
１
メ
ー
ト

　
ル
）
あ
け
る

○
３
密
を
避
け
る

○
正
し
い
手
洗
い
の
確
認

○
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
確
認

○
健
康
状
態
の
確
認

○
な
る
べ
く
少
人
数
で
の
行
動

　
ま
た
、
従
来
の
生
活
で
は
感

染
症
対
策
を
考
慮
し
な
か
っ
た

場
面
（
買
い
物
や
娯
楽
、ス
ポ
ー

ツ
等
）
に
お
い
て
も
実
践
さ
れ

は
じ
め
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、
無
症
状
や
軽
症
の
人
で

あ
っ
て
も
他
の
人
に
感
染
を
広

げ
る
例
が
あ
り
ま
す
。
新
し
い

生
活
様
式
の
実
践
に
よ
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か

ら
、
自
ら
を
守
る
だ
け
で
な
く
、

周
囲
に
感
染
を
拡
大
さ
せ
な
い

と
い
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
自
分
自
身
の
命
だ
け
で
は
な

く
、
大
事
な
家
族
や
友
人
の
命

を
守
る
た
め
に
も
、
も
う
一
度

感
染
予
防
対
策
を
確
認
し
、
自

分
の
生
活
に
合
わ
せ
て
出
来
る

範
囲
で
新
し
い
生
活
様
式
を
取

り
入
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

新型コロナウイルス感染症から身を守る！ ● ● ●
 

再
び
増
加
傾
向
の

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
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※厚生労働省 HPより

新しい生活様式実践シートこんな支援制度があります！
　自分の生活に合わせて、出来る範囲のことから始めましょう。また、この表はチェックシートになっています。
実践していることの確認もしてみましょう。

　町内事業者が感染拡大防止対策を実施する経費への補助や給与等が減少している従業員等の家計を支
援する制度があります。

　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、給与等が減少している従業員等の家計を支援します。
対象
① 令和２年４月１日以前から町内に住所を有し、かつ、申請日現在引き続き町内に住所を有する者。
② 申請日現在において、期間の定めがなく雇用されている者、または雇入れから１年以上引き続き雇用
　　されている者。（個人事業主や専従者、会社役員、国または地方公共団体の職員等を除く）
③  令和２年４月から１２月のうち連続した３カ月における平均給与支払額と、前年同３カ月の平均給与
　　支払額を比較し、２０パーセント以上減少した者
④ 減収後平均給与月額が３３万円未満（日額15,000円未満）である者
給付額
　１０万円
申請方法
　申請書に必要書類を添付の上、原則として所属事業所でまとめて観光商工課までお持ちください。
申請書は、観光商工課、各振興センター窓口、町ホームページ「新型コロナウイルス関連感染症情報」の
経営支援・生活支援等欄よりダウンロードできます。

只見町生活支援給付金　※従業員向け

　商工業者に対して、新型コロナウイルス感染拡大防止対策のために購入した又は購入計画のある備品
等に対して補助を行います。観光商工課（駅前庁舎）にて事業説明後の申請手続きとなりますので、まずは
観光商工課へご連絡ください。なお、３密を避けるために事前予約制での対応となります。
対象
　令和２年４月１日以降に購入した物品等のうち、新型コロナウイルスの感染拡大防止に関して科学的知
見に基づき、有効とされる物品の購入費用・工事費用（土地、建物、人件費、旅費、事務経費を除きます。）
機械、器具等を取得する場合は、新型コロナウイルス感染症対策として、有効性を客観的に把握できる資
料が必要です。
補助額　　　　　　　　　　　　　　第2回申請受付期間　
補助率１０/１０　上限１０万円　　　　令和２年８月２１日～令和２年９月３０日
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※第3回目以降の受付は別途お知らせします。

感染拡大防止対策事業補助　※事業者向け

　新型コロナウイルス感染症の影響により、売上が減少している町内事業者等を対象に、事業継続を支援
するために支援金を交付します。
対象
　町内に事業所等を有する中小企業者等（個人農家を除く）のうち、令和２年４月から令和２年１２月ま
でにいずれかの月の売上額が前年同月比で２０％以上減少した事業者。
　※前年申告における収入金額等の過半が事業収入以外の方は対象外です。
補助額
１事業者あたり　１５万円
申請方法
　商工会加入事業者は、原則として商工会を経由して申請してください。
申請書は、観光商工課、各振興センター窓口、町ホームページ「新型コロナウイルス関連感染症情報」の
経営支援・生活支援等欄よりダウンロードできます。

只見町事業継続支援金　※事業者向け

問い合わせ先：観光商工課商工係　８２-５２４０
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NEWS＆FLASH

▲感謝状を渡す金子局長（左）と受け取る菅家町長（右）

会
津
学
鳳
高
校
が
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修
で
来
町

会
津
学
鳳
高
校
が
研
修
で
来
町

創
造
性
豊
か
な
人
材
を
育
て
る

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
か
ら
寄
附

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
か
ら
寄
附

地
域
に
寄
り
添
う
社
会
貢
献

只
見
町
が
県
知
事
よ
り
感
謝
状

只
見
町
が
県
知
事
よ
り
感
謝
状

平
成
31
年
度
の
個
人
県
民
税
納
税
優
良
の
町

町
村
役
場
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施

町
村
役
場
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施

只
見
町
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
紹
介

第
１
回
・
第
２
回
道
の
駅
検
討
委
員
会

第
１
回
・
第
２
回
道
の
駅
検
討
委
員
会

道
の
駅
設
置
に
向
け
て

　
８
月
19
日
、
個
人
県
民
税
優
良
町
村

に
対
す
る
知
事
感
謝
状
の
贈
呈
式
が
役

場
で
行
わ
れ
、
只
見
町
が
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
平
成
31
年
度
に
お
け
る
只

見
町
の
個
人
県
民
税
の
納
付
が
優
秀
な

成
績
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
表
彰
さ
れ
た

も
の
で
、
納
付
率
は
99
・
8
％
と
な
り

ま
し
た
。

　
贈
呈
式
で
は
、
金
子
市
夫
南
会
津
振

興
局
長
か
ら
菅
家
町
長
へ
感
謝
状
が
伝

達
さ
れ
、
金
子
局
長
は
「
町
民
の
方
々

に
納
税
へ
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
感
謝
い

た
し
ま
す
」
と
納
税
優
良
に
対
し
て
称
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
８
月
１
日
、
２
日
に
会
津
学
鳳
高
校

の
生
徒
40
人
が
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
（
以
降
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
の
「
地

域
野
外
研
修
」
と
し
て
只
見
町
を
訪
れ

ま
し
た
。
同
校
は
、
野
外
研
修
に
毎
年

只
見
町
を
訪
れ
て
お
り
、
今
年
で
10
年

目
と
な
り
ま
す
。

　
研
修
で
は
、
黒
谷
川
流
域
で
絶
滅
危

惧
種
ユ
ビ
ソ
ヤ
ナ
ギ
の
観
察
や
、
恵
み

の
森
で
森
林
更
新
の
現
場
を
目
の
当
た

り
に
す
る
な
ど
、
只
見
町
の
自
然
環
境

を
じ
っ
く
り
と
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

生
徒
は
、
普
段
は
間
近
で
見
る
こ
と
が

文部科学省が科学技術や理科・数学教育を重点的
に行う高校を指定する制度です。福島県内では、会
津学鳳高校、福島高校、安積高校の３校が指定校
になっています。

□学習指導要領によらない教育課程を編成・実施し、
　理科・数学に重点を置いたカリキュラムの開発
□科学クラブ等活動の充実、また各種のコンテスト
　などへの参加
□トップクラスの研究者や技術者等との交流や全国
　の SSH の生徒相互の交流

な
い
植
物
や
広
大
な
自
然
の
中
で
、
多

く
の
発
見
を
得
ら
れ
た
様
子
で
し
た
。

　
指
導
教
諭
の
越
尾
英
仁
先
生
は
、

「
毎
年
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録

さ
れ
て
い
る
只
見
町
の
自
然
を
体
験
さ

せ
る
た
め
に
訪
問
し
て
い
る
が
、
ナ
ラ
の

二
次
林
や
ブ
ナ
の
自
然
林
が
人
の
暮
ら
し

と
調
和
し
て
い
て
理
想
的
な
実
習
地
で

す
。
受
入
体
制
が
整
っ
て
い
る
こ
と
も
研

修
地
に
選
ん
で
い
る
理
由
の
一
つ
で
す
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
坂
下

営
業
所
よ
り
、
１
０
８
，
７
０
０
円
が

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
で

は
、
社
会
貢
献
活
動
「
私
の
地
元
応
援

募
金
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

そ
の
事
業
の
一
環
で
、
従
業
員
ら
の
募

金
と
会
社
の
寄
付
金
を
合
わ
せ
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
に

と
町
へ
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
７
日
、
佐
々
木
営
業
所
長
ら
が

来
庁
し
、
菅
家
町
長
に
目
録
を
手
渡
し

ま
し
た
。
有
効
に
活
用
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲仕事紹介をした只見町の若手職員
　（左から目黒誠也さん、菊地優花さん、
　石川貴大さん）

◀道の駅検討
　委員会の様子

▲あいさつをする目黒会長

「
ふ
る
さ
と
只
見
案
内
人
協
会
」設
立

「
ふ
る
さ
と
只
見
案
内
人
協
会
」設
立

雄
大
な
自
然
の
案
内
人

　
８
月
24
日
、
只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
に

て
、
只
見
町
の
ガ
イ
ド
組
織
「
ふ
る
さ

と
只
見
案
内
人
協
会
」
の
設
立
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
協
会
は
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

町
と
し
て
、
自
然
保
護
、
社
会
経
済
の

発
展
、
地
域
を
担
う
人
材
育
成
を
意
識

し
な
が
ら
、
只
見
町
の
魅
力
を
楽
し
く
、

安
全
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　
目
黒
良
樹
会
長
は
、「
本
協
会
の
目
的

の
も
と
に
、
活
動
を
大
き
く
広
げ
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
普

及
啓
発
に
関
す
る
事
業
や
町
内
外
及
び

海
外
交
流
、
研
修
・
人
材
育
成
等
の
事

業
を
行
う
予
定
で
す
。

　
次
回
は
、
10
月
に
只
見
町
の
道
の
駅

と
し
て
の
機
能
に
つ
い
て
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
会
議
、
11
月
に
第
３
回
検
討
委

員
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
委
員
会
資
料
に
つ
い
て
は
、
左

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

　
７
月
28
日
、
８
月
21
日
に
「
道
の
駅

検
討
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

検
討
委
員
会
は
、
関
係
機
関
の
代
表
者

や
公
募
者
を
合
わ
せ
て
19
名
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
第
１
回
で
は
、
委
員
長
、
副
委
員
長

の
選
任
が
行
わ
れ
、
委
員
長
に
篠
原
靖

さ
ん
（
跡
見
学
園
女
子
大
学
准
教
授
）、

副
委
員
長
に
鈴
木
厚
さ
ん
（
只
見
町
区

長
連
絡
協
議
会
長
）
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
今
後
の
計
画
や
検
討
委

員
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
や
現
時
点

で
の
各
委
員
の
道
の
駅
に
対
す
る
意
見

や
イ
メ
ー
ジ
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
２
回
で
は
、
第
１
回
の
意
見
等
を

基
に
道
の
駅
の
運
営
方
針
等
に
つ
い
て
意

見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。
篠
原
委
員
長

は
「
来
訪
者
が
目
的
地
と
し
て
目
指
す

よ
う
な
観
光
拠
点
の
『
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

型
』
だ
け
で
な
く
、
商
品
開
発
の
加
工

施
設
（
産
業
振
興
）
や
高
齢
者
へ
の
宅

配
サ
ー
ビ
ス
や
若
者
・
子
育
て
世
代
が

集
え
る
場
所
等
（
地
域
福
祉
）
の
機
能

を
も
つ
『
地
域
セ
ン
タ
ー
型
』
を
併
せ
た

次
世
代
型
の
道
の
駅
も
出
て
き
て
い
る
。

町
に
合
っ
た
道
の
駅
を
検
討
し
た
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
20
日
、21
日
に
公
務
員
に
関
心
の

あ
る
学
生
や
社
会
人
に
向
け
て
、オ
ン
ラ
イ

ン
町
村
役
場
見
学
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
、只

見
町
を
含
め
て
11
町
村
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、県
が
町
村
職
員
の
採
用

活
動
を
支
援
す
る
も
の
で
、就
職
希
望
者

へ
町
村
や
仕
事
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と

で
、町
村
職
員
を
目
指
す
若
者
を
増
や
し
、

将
来
的
な
職
員
確
保
を
目
的
と
す
る
も

の
で
す
。

　
只
見
町
か
ら
は
、
若
手
職
員
３
名
が

出
席
し
、
目
黒
誠
也
さ
ん
は
「
地
元
に

恩
返
し
が
し
た
い
と
思
い
職
員
に
な
り
ま

し
た
。
申
告
相
談
会
な
ど
、
町
民
の
方

の
お
手
伝
い
を
出
来
る
こ
と
が
や
り
が
い

で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲ユビソヤナギを観察する生徒

▲目録を贈呈する佐々木所長（右）と菅家町長（左）

スーパーサイエンスハイスクール（SSH）とは

取組み例

▲道の駅検討
　委員会資料は
　こちらから
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▲感謝状を渡す金子局長（左）と受け取る菅家町長（右）

会
津
学
鳳
高
校
が
研
修
で
来
町

会
津
学
鳳
高
校
が
研
修
で
来
町

創
造
性
豊
か
な
人
材
を
育
て
る

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
か
ら
寄
附

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
か
ら
寄
附

地
域
に
寄
り
添
う
社
会
貢
献

只
見
町
が
県
知
事
よ
り
感
謝
状

只
見
町
が
県
知
事
よ
り
感
謝
状

平
成
31
年
度
の
個
人
県
民
税
納
税
優
良
の
町

町
村
役
場
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施

町
村
役
場
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施

只
見
町
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
紹
介

第
１
回
・
第
２
回
道
の
駅
検
討
委
員
会

第
１
回
・
第
２
回
道
の
駅
検
討
委
員
会

道
の
駅
設
置
に
向
け
て

　
８
月
19
日
、
個
人
県
民
税
優
良
町
村

に
対
す
る
知
事
感
謝
状
の
贈
呈
式
が
役

場
で
行
わ
れ
、
只
見
町
が
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
平
成
31
年
度
に
お
け
る
只

見
町
の
個
人
県
民
税
の
納
付
が
優
秀
な

成
績
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
表
彰
さ
れ
た

も
の
で
、
納
付
率
は
99
・
8
％
と
な
り

ま
し
た
。

　
贈
呈
式
で
は
、
金
子
隆
司
南
会
津
振

興
局
長
か
ら
菅
家
町
長
へ
感
謝
状
が
伝

達
さ
れ
、
金
子
局
長
は
「
町
民
の
方
々

に
納
税
へ
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
感
謝
い

た
し
ま
す
」
と
納
税
優
良
に
対
し
て
称
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
８
月
１
日
、
２
日
に
会
津
学
鳳
高
校

の
生
徒
40
人
が
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
（
以
降
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
の
「
地

域
野
外
研
修
」
と
し
て
只
見
町
を
訪
れ

ま
し
た
。
同
校
は
、
野
外
研
修
に
毎
年

只
見
町
を
訪
れ
て
お
り
、
今
年
で
10
年

目
と
な
り
ま
す
。

　
研
修
で
は
、
黒
谷
川
流
域
で
絶
滅
危

惧
種
ユ
ビ
ソ
ヤ
ナ
ギ
の
観
察
や
、
恵
み

の
森
で
森
林
更
新
の
現
場
を
目
の
当
た

り
に
す
る
な
ど
、
只
見
町
の
自
然
環
境

を
じ
っ
く
り
と
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

生
徒
は
、
普
段
は
間
近
で
見
る
こ
と
が

文部科学省が科学技術や理科・数学教育を重点的
に行う高校を指定する制度です。福島県内では、会
津学鳳高校、福島高校、安積高校の３校が指定校
になっています。

□学習指導要領によらない教育課程を編成・実施し、
　理科・数学に重点を置いたカリキュラムの開発
□科学クラブ等活動の充実、また各種のコンテスト
　などへの参加
□トップクラスの研究者や技術者等との交流や全国
　の SSH の生徒相互の交流

な
い
植
物
や
広
大
な
自
然
の
中
で
、
多

く
の
発
見
を
得
ら
れ
た
様
子
で
し
た
。

　
指
導
教
諭
の
越
尾
英
仁
先
生
は
、

「
毎
年
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録

さ
れ
て
い
る
只
見
町
の
自
然
を
体
験
さ

せ
る
た
め
に
訪
問
し
て
い
る
が
、
ナ
ラ
の

二
次
林
や
ブ
ナ
の
自
然
林
が
人
の
暮
ら
し

と
調
和
し
て
い
て
理
想
的
な
実
習
地
で

す
。
受
入
体
制
が
整
っ
て
い
る
こ
と
も
研

修
地
に
選
ん
で
い
る
理
由
の
一
つ
で
す
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
坂
下

営
業
所
よ
り
、
１
０
８
，
７
０
０
円
が

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
で

は
、
社
会
貢
献
活
動
「
私
の
地
元
応
援

募
金
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

そ
の
事
業
の
一
環
で
、
従
業
員
ら
の
募

金
と
会
社
の
寄
付
金
を
合
わ
せ
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
に

と
町
へ
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
７
日
、
佐
々
木
営
業
所
長
ら
が

来
庁
し
、
菅
家
町
長
に
目
録
を
手
渡
し

ま
し
た
。
有
効
に
活
用
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲仕事紹介をした只見町の若手職員
　（左から目黒誠也さん、菊地優花さん、
　石川貴大さん）

◀道の駅検討
　委員会の様子

▲あいさつをする目黒会長

「
ふ
る
さ
と
只
見
案
内
人
協
会
」設
立

「
ふ
る
さ
と
只
見
案
内
人
協
会
」設
立

雄
大
な
自
然
の
案
内
人

　
８
月
24
日
、
只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
に

て
、
只
見
町
の
ガ
イ
ド
組
織
「
ふ
る
さ

と
只
見
案
内
人
協
会
」
の
設
立
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
協
会
は
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

町
と
し
て
、
自
然
保
護
、
社
会
経
済
の

発
展
、
地
域
を
担
う
人
材
育
成
を
意
識

し
な
が
ら
、
只
見
町
の
魅
力
を
楽
し
く
、

安
全
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　
目
黒
良
樹
会
長
は
、「
本
協
会
の
目
的

の
も
と
に
、
活
動
を
大
き
く
広
げ
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
普

及
啓
発
に
関
す
る
事
業
や
町
内
外
及
び

海
外
交
流
、
研
修
・
人
材
育
成
等
の
事

業
を
行
う
予
定
で
す
。

　
次
回
は
、
10
月
に
只
見
町
の
道
の
駅

と
し
て
の
機
能
に
つ
い
て
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
会
議
、
11
月
に
第
３
回
検
討
委

員
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
委
員
会
資
料
に
つ
い
て
は
、
左

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

　
７
月
28
日
、
８
月
21
日
に
「
道
の
駅

検
討
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

検
討
委
員
会
は
、
関
係
機
関
の
代
表
者

や
公
募
者
を
合
わ
せ
て
19
名
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
第
１
回
で
は
、
委
員
長
、
副
委
員
長

の
選
任
が
行
わ
れ
、
委
員
長
に
篠
原
靖

さ
ん
（
跡
見
学
園
女
子
大
学
准
教
授
）、

副
委
員
長
に
鈴
木
厚
さ
ん
（
只
見
町
区

長
連
絡
協
議
会
長
）
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
今
後
の
計
画
や
検
討
委

員
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
や
現
時
点

で
の
各
委
員
の
道
の
駅
に
対
す
る
意
見

や
イ
メ
ー
ジ
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
２
回
で
は
、
第
１
回
の
意
見
等
を

基
に
道
の
駅
の
運
営
方
針
等
に
つ
い
て
意

見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。
篠
原
委
員
長

は
「
来
訪
者
が
目
的
地
と
し
て
目
指
す

よ
う
な
観
光
拠
点
の
『
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

型
』
だ
け
で
な
く
、
商
品
開
発
の
加
工

施
設
（
産
業
振
興
）
や
高
齢
者
へ
の
宅

配
サ
ー
ビ
ス
や
若
者
・
子
育
て
世
代
が

集
え
る
場
所
等
（
地
域
福
祉
）
の
機
能

を
も
つ
『
地
域
セ
ン
タ
ー
型
』
を
併
せ
た

次
世
代
型
の
道
の
駅
も
出
て
き
て
い
る
。

町
に
合
っ
た
道
の
駅
を
検
討
し
た
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
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向
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ラ
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ン
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役
場
見
学
ツ
ア
ー
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施
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、只

見
町
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含
め
て
11
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村
が
参
加
し
ま
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た
。

　
こ
の
事
業
は
、県
が
町
村
職
員
の
採
用

活
動
を
支
援
す
る
も
の
で
、就
職
希
望
者

へ
町
村
や
仕
事
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と

で
、町
村
職
員
を
目
指
す
若
者
を
増
や
し
、

将
来
的
な
職
員
確
保
を
目
的
と
す
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も

の
で
す
。
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、
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手
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名
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黒
誠
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は
「
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元
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返
し
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い
と
思
い
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ま
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。
申
告
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会
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民
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お
手
伝
い
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出
来
る
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と
が
や
り
が
い

で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
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た
。

▲ユビソヤナギを観察する生徒

▲目録を贈呈する佐々木所長（右）と菅家町長（左）

スーパーサイエンスハイスクール（SSH）とは

取組み例

▲道の駅検討
　委員会資料は
　こちらから
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皆さんからの身近な情報をお待ちしています。ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。 
地域創生課 　　82ー5220　Fax 82ー2117  町の話題

　８月７日、８日に、昭和漫画館青虫で町民感謝デーとして、只見
町民限定の無料開館が行われました。
　故高野行央さんの妻・慶子さんが、行央さんが生前お世話に
なった町民の方にぜひ見ていただきたいとの思いから開館され
ました。同館は、行央さんが平成18年に開設した私設の漫画館
で、戦後の貸本漫画約2万冊が閲覧することができます。
　訪れた方は、読んだことのある漫画を見つけると懐かしそうに
手に取り読んでいました。子ども達は、だるま落としなどの昔のお
もちゃを楽しんでいました。
　今後の開館日や入館料については、昭和漫画館青虫のフェ
イスブックをご覧ください。 ▲昔のおもちゃに興味津々なこども

▲追悼の言葉を述べる菅家町長

　8月8日から10日まで、只見中学校の生徒を講師に「新
聞レジ袋の作り方教室」が開かれました。
　この教室は、生徒が海洋教育の取組を町民にも広めた
いと只見町教育委員会と企画したもので、３日間で110人
が参加しました。
　講師を務めた只見中1年の増田司さんは、「環境問題に
ついて多くの人が考えてくれるようになってほしい。今後も
取り組みを続けていきたい」と話してくれました。
参加者の方は「楽しく作れました。自宅でも作成して、少し
でもゴミを減らしたいと思います」と話してくれました。

▲作り方を説明する只見中生徒

昭和漫画館青虫「町民感謝デー」開催
町民への感謝を込めて

　8月16日、塩沢の医王寺で「河井継之助墓前祭」（主催：同
実行委員会）が開催され、河井継之助の命日をしのびました。
　今年は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、地元参
列者を中心に小規模で執り行われました。
　読経後、菅家町長が「河井継之助総督の立ち上がる勇気
を後世に伝えていくのは、意義が深いもの。今の只見町の子
どもも生き方を捉え文武に励んでいる。越後と会津の今後の
発展を見守ってほしい。」と追悼の言葉を述べられました。

河井継之助墓前祭
河井継之助をしのんで

「新聞レジ袋の作り方教室」が行われました。
只見中学生と作ろう

　8月2日、なんでもチャレンジ隊の「夏休み体験講座」が
行われ、チャレンジ隊の児童14名が参加しました。
　前半は、ブナセンター企画展「只見の養蚕」を見学し、
指導員の松崎さんから只見町の養蚕の歴史の説明を受
けました。後半は、田子倉湖で只見桟橋会の方々のモー
ターボートに乗り、湖の奥まで探検し自然豊かな風景や
広さを身体中で体感していました。
　参加した児童は、「生きている蚕にびっくりした。モー
ターボートでの探検も楽しくて夏休みの思い出になりま
した」と話してくれました。

　８月３日から７日まで、只見高校生を対象
に「英会話教室」が開かれました。小中学校
のALTであるショーン先生を講師に、身振り
や手振りを交えながら明るい英会話教室と
なりました。
　今回の英会話教室は、英語検定の二次試
験対策として行われましたが、只見高校の生
徒が、世界規模の視野を持ち、地域で活躍
するグローカルな人材となることを目指し、２
学期始業後も開催されるとのことです。

▲田子倉探検を楽しむチャレンジ隊②▲田子倉探検を楽しむチャレンジ隊①

▲指導員の解説を聞くなんでもチャレンジ隊

なんでもチャレンジ隊
「夏休み体験講座」

　町の文化・歴史に触れる

只見高校生「英会話教室」
　地元高校の魅力化を目指して

▲身振りを交えながらの英会話教室
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　新型コロナの流行前から、診療所の医師は福
島医大の先生方とオンラインで勉強会をやってい
ます。最近、さらに様々な会議や勉強会もオンライ
ン開催に移行し、都会に行く手間も減り、とても助
かっています。私の知人には只見と同じくらいの田
舎に住みながらイギリスのオンライン大学院で勉
強する医師までいます。田舎でもやる気があれば
学べる環境になってきたのは嬉しいですね！
　さて、ご存じの方も多いかもしれませんが、子ど
もは大人と比べると新型コロナで重症になること
や亡くなるリスクがかなり低い事がわかっていま
す。世界的に保育所や小中学校でのクラスター
（患者の集団発生）も少ないです。
　子どもの場合でも、基本的な感染対策を続ける
必要はあります。密な空間を避ける、手洗いをする
、流行地域へ行かない、熱があれば学校を休み人
と会わないなどです。ただ、新型コロナへの感染を
怖がり極端に外出を控える害も指摘されています。
以下のような事をオススメします。
①　乳幼児健診を忘れず受ける
②　予防接種は予定通り受ける
③　学校に行く・自宅外の人との交流・活動をある
　　程度保つ

子どもの心身の問題を知る事、育児不安の相
談を受ける事など、乳幼児健診は貴重な機会で
す。また、各種の予防接種も重症化・合併症の
予防にとても大切です。
ちなみに今年10月1日からはロタウイルスワク

チンが定期接種（全額公費負担）になります。対
象は今年8月1日生まれの児からです。詳しく知
りたい方は保健福祉課へご相談下さい。乳幼
児には新型コロナ以外にも心配な感染症が多
くあります。ぜひ遅らせずに予防接種を受けまし
ょう。もちろん朝日診療所で乳幼児の予防接種
は実施できます。
また、都会では新型コロナの感染が怖くて子

どもの登校を控える方もいるそうですが、学校に
行くことや自宅の外で活動をすることは子ども
の発達や精神的な安定に重要です。感染対策
にも配慮しながら、適度に外の活動も続けること
をオススメします。

「46年ぶりのＵターン」
円形校舎の旧只見中学校卒業を機に只見を離

れ、この４月に４６年ぶりにＵターンして戻ってきまし
た。自宅のある神奈川県から単身赴任し、実家の
舘ノ川へ移住することとなりました。コロナ渦の関
係で「神奈川県から」が気になるところだと思いま
すが、Ｕターン前は会津若松に単身赴任し居住し
ていた関係で、神奈川県へは半年以上往来してい
ない状況です。
只見を離れるまでの当時の舘ノ川にはたくさん

のお店と、大勢の子ども達で賑やかでしたが、今は
そのお店も無く、子供たちも少なくなりましたが、区
民同士の絆がそのままだったことが嬉しく、また安
心もしました。
　只見を離れて、歳を重ねるごとに只見の良さを
感じるようになり、６０歳の節目を迎えて以降、何ら
かのかたちで地元に関わる活動、仕事ができれば

との漠然とした想いを抱いていたところに「地域
おこし協力隊」の募集を目にし応募させていただ
き、この５月より駅前庁舎の観光商工課に採用と
なり、主に道の駅の立ち上げと観光振興に関わ
る業務を手伝っています。
道の駅整備については、「地域ぐるみ、町ぐるみ」

で計画を進め、「地域資源を活かした観光交流
拠点」と「地場産品を活かした地域振興拠点」を
コンセプトにしています。只見にはいわゆる“大観
光地”はありませんが、キラリと光る地域資源はた
くさんあります。“森・水・土・光・雪・鉄道・伝承産
品そして人”、その地域資源を活かしつつ、町民に
親しまれ、町民が集える道の駅を目指し、協力隊
として少しでもその力になれるよう取り組んでまい
りますので、どうぞよろしくお願いいたします。

地域おこし協力隊として
vol.69 横山　儀巳

只見町観光振興協力隊
よこやま　　  よしみ 

広報ただみ診療所 朝日診療所
医師　森　冬人

「子どもと新型コロナ」
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シリーズ町の課題 vol.6vol.6

我が町にも増える放置空き
家！！

空き家を放置するとどうなるの？

「今は忙しいからとりあえず放置しておこう…」
「どうせ使わない家だし放置しても問題ないでしょ？」
「売却したいけどどうしたらいいかわからないし…」

「解体に費用を掛けるのはちょっと…」

老朽化による
倒壊

閉めきったままの住宅は湿気が溜まり老朽化が加速します！
台風や地震といった自然災害で倒壊の危険性が高まります！
屋根や外壁が剥がれ落ち近隣に飛散する恐れがあります！

適切な管理がされないまま放置してしまった空き家には様々なデメリットがあります！

空き家の取り扱いは分からないことも多く後回しにしたり放置することを考えてしまいがちです。
しかし、放置することで発生するデメリットを知り、活用や解体など適切に対策をとることが大切です。

放置するデメリットとは？

周囲に及ぼす
影響

ゴミの不法投棄や、不審者の侵入、治安悪化の要因に！
スズメバチなどの虫の発生や畑を荒らす野生動物の住処に！
周辺住民の生活環境悪化！町全体の景観にも影響が！

きちんと
管理

デメリットを避けるには？
老朽化した空き家は修復の費用がかさみます。そのまま放置すれば資産価値も下が
ります。将来的に居住を考えていたり、人に貸すなどの活用予定がある場合は、通気
や通水、家屋の点検や補修など定期的なメンテナンスを心がけましょう。

売却・解体 将来的に空き家を活用する予定がなければ、売却や解体を検討しましょう。活用予
定のない空き家を所有することは、固定資産税や管理修繕の費用負担、損害賠償責
任など、空き家問題にかかわるリスクを常に持ち続けることになります。

空き家は放置せず早期の対策を！！

次回は「空き家対策特別措置法」と「特定空家」について掲載します

空き家・空き地に関するご相談は、地域創生課 ０２４１－８２－５２２０ まで

他者の生命または
財産に被害を与えた場合
損害賠償などの

責任を問われることも…！

空き家を放置しても
メリットはありません！
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囲
む
夏
座
敷

人
参
の
間
引
き
の
迷
い
夏
の
夕

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
場　

八
智

夫
と
二
人
朝
の
新
聞
ま
わ
し
読
む
そ
の
頃
の
事
思
へ
ば
遠
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
谷
登
美
子

長
年
の
友
と
の
交
流
ま
ま
な
ら
ず
日
常
茶
飯
コ
ロ
ナ
の
ニ
ュ
ー
ス

 

渡
部
ゆ
き
子

リ
ウ
マ
チ
に
手
首
さ
す
り
つ
畑
仕
事
出
来
ぬ
淋
し
さ
友
を
羨
む

 
目
黒　

富
子

亡
き
姑
の
分
身
な
り
し
杖
二
本
背
低
き
我
に
も
合
わ
ぬ
短
さ

 

新
国
由
紀
子

溜
ま
り
た
る
疲
れ
に
臥
せ
ば
そ
こ
こ
こ
の
片
付
か
ぬ
事
脳
裏
に
浮
か
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
部
ヨ
リ
子

コ
ロ
ナ
禍
で
帰
省
の
で
き
ぬ
娘
ら
に
野
菜
送
ら
む
と
籠
も
ち
て
出
づ

 

新
国　

洋
子

火
の
元
に
注
意
の
有
線
放
送
を
聞
き
し
風
の
夜
物
書
き
急
ぐ

 
 

 

（
出
詠
順
）

令
和
二
年
七
月
詠
草

　

指
導
者
が
宇
多
喜
代
子
先
生
に
変
わ

り
ま
し
た
。
宇
多
先
生
は
、
現
代
俳
句

協
会
特
別
顧
問
、
日
本
芸
術
院
会
員
で

あ
り
、
昨
年
の
秋
に
は
文
化
功
労
者
と

し
て
、
文
化
勲
章
を
お
受
け
に
な
ら
れ

ま
し
た
。



今
月
の
納
期

税

総務課　
　総務係　財政係
地域創生課　
　創生企画係　広報広聴係
　ユネスコエコパーク推進係

町民生活課
　税　務　係
　町　民　係
保健福祉課
　保　健　係
　福　祉　係
農林建設課
　農　林　係
　建　設　係
観光商工課
　観光係　商工係
会　計　室
議会事務局
農業委員会
教育委員会
学校給食センター
只見保育所
朝日保育所
明和保育所
朝日診療所

（歯科） 
こぶし苑 
只見振興センター 
朝日振興センター 
明和振興センター 

☎

☎

☎
☎

☎
☎

☎
☎

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

82-5210

82-5220

82-5110

82-5100

84-7005

84-7010

82-5230

82-5270

82-5240

82-5120

82-5300

82-5230

82-5320

84-7180

82-2219

84-2038

86-2249

84-2221

84-2612

84-2101

82-2141

84-2111

86-2111
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今
月
の

お
知
ら
せ

Inform
a
tion

【
採
用
予
定
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
】

看
護
職
員
　
　
１
名
程
度

理
学
療
法
士
ま
た
は

作
業
療
法
士
　
１
名
程
度

介
護
職
員
　
　
10
名
程
度

【
受
験
資
格
】

①
普
通
自
動
車
一
種
免
許
取
得
者

又
は
、令
和
３
年
３
月
31
日
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
方

②
令
和
３
年
４
月
１
日
時
点
で
60

歳
未
満
の
方

③
次
の
資
格
を
有
す
る
方
、ま
た
は

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
方

○
看
護
職
員

看
護
師
又
は
准
看
護
師
免
許

○
理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法
士

理
学
療
法
士
又
は
作
業
療
法
士
免
許

○
介
護
職
員

　
特
に
な
し

【
受
付
期
間
】

令
和
２
年
９
月
30
日（
水
）ま
で

【
第
１
次
試
験
日
及
び
場
所
】

○
試
験
日

令
和
２
年
10
月
18
日（
日
）

第
１
次
試
験
の
結
果
に
つ
い
て
、11

月
上
旬
に
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

○
場
所

南
会
津
町
田
島
あ
た
ご
館
３
Ｆ
大

ホ
ー
ル（
旧
田
島
町
中
央
公
民
館
）

南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島
字
後
原

甲
３
５
８
６-

１

【
試
験
方
法
】

①
一
般
教
養
試
験（
高
等
学
校
卒

程
度
）

②
職
場
適
応
性
検
査

【
第
２
次
試
験
日
】

第
１
次
試
験
合
格
者
へ
別
途
通
知

い
た
し
ま
す
。

【
採
用
予
定
日
】

令
和
３
年
４
月
１
日

【
申
込
用
紙
の
交
付
及
び
請
求
】

 

申
込
用
紙
は
、南
会
津
会
の
施
設

等
で
交
付
し
ま
す
。な
お
、郵
便
に

よ
り
申
込
用
紙
を
請
求
す
る
場
合

は
、封
筒
の
表
に「
試
験
申
込
用
紙

請
求
」と
朱
書
き
し
、返
信
用
の
１

２
０
円
切
手
を
同
封
し
返
信
先
の

住
所
等
を
明
記
の
う
え
、社
会
福

祉
法
人
南
会
津
会
分
部
事
務
局
へ

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
込
用
紙
交
付
施
設
等

 
社
会
福
祉
法
人
南
会
津
会
本
部

事
務
局
、各
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム（
下
郷
・
伊
南
・
田
島
・
南
郷
・
只

見
・
あ
さ
く
さ
ホ
ー
ム
）、只
見
町

介
護
老
人
保
健
施
設
こ
ぶ
し
苑
、

南
会
津
町
舘
岩
高
齢
者
生
活
福
祉

セ
ン
タ
ー
高
夕
、南
会
津
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

社
会
福
祉
法
人
南
会
津
会
本
部
事

務
局

☎
０
２
４
１-

63-

１
１
１
８

　
福
島
県
労
働
委
員
会
で
は
、労
働

困
り
ご
と
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
会
は
、原
則
事
前
予
約
制
で
す
。

10
月
16
日（
金
）午
後
５
時
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
日
時

令
和
２
年
10
月
18
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

○
場
所

・マ
イ
タ
ウ
ン
白
川（
白
河
市
本
町
２
）

・
県
会
津
若
松
合
同
庁
舎

 （
会
津
若
松
市
追
手
町
７
番
５
号
）

　
な
お
、平
日（
午
前
８
時
30
分
〜
正

午
、午
後
１
時
〜
午
後
５
時
）は
、福

島
県
労
働
委
員
会
事
務
所（
福
島
市

中
町
８
番
２
号
福
島
県
自
治
会
館
４

階
）で
労
働
相
談
窓
口
を
設
置
し
、来

令
和
３
年
度
社
会
福
祉
法
人

南
会
津
会
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

労
働
困
り
ご
と
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

所
、電
話
で
随
時
相
談
を
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

○
問
合
せ
先

福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
４-

52
１-

７
５
９
４

（
予
約
、相
談
窓
口
共
通
）

試
　
験

お
知
ら
せ

9
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　
納
め
ま
し
ょ
う

●
国
民
健
康
保
険
税（
３
期
）

●
水
道
使
用
料（
２
期
）

●
農
集
排
使
用
料（
９
月
分
）

回収するメーカーがないパソコン（自作パソコン、倒産や事業
撤退したメーカーのパソコンなど）は「パソコン3R推進協会
」が有償で回収・再資源化します。
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３日 朝日財産区管理委員辞令交付式

５日 只見町議会８月会議
 南会津地方広域市町村圏組合管理者会、
 南会津地方環境衛生組合管理者会（南会津町）

７日 ㈱会津ただみ振興公社取締役会、
 明治安田生命社会貢献寄附贈呈式

１２日 長岡中央綜合病院 副院長表敬訪問

１６日 河井継之助墓前祭

１９日 個人県民税優良町村に対する知事感謝状贈呈式、
 朝日診療所医師との懇談会

２０日 定例庁議、オンライン町村役場見学ツアー

２１日 南会津地方環境衛生組合議会定例会（下郷町）、
 南会津地方広域市町村圏組合議会定例会、
 南会津地方広域市町村圏組合議会全員協議会（南会津町）

２２日 自民党県第４選挙区支部
 新型コロナウイルス感染症克服・福島復興創生
 推進本部への要望会（会津若松市）

２３日 映画「瞽女ＧＯＺＥ」上映会

２４日 只見町議会全員協議会、
 ふるさと只見案内人協会設立総会並びに発起人会議

２５日 ９月補正予算町長査定

２６日 亀岡区陳情来庁、
 福島県町村会町村長研修会及び交流会（福島市）

２７日 布沢「恵みの森」地元説明会

２８日 「取り戻そう心躍る観光会津」シンポジウム（会津若松市）

３１日 議案検討庁議、知事との懇談会

町長室日記〈8月分〉

　
近
年
、平
均
寿
命
の
伸
長
が
み
ら
れ
る
一
方

で
、糖
尿
病
や
が
ん
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
の

増
加
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。発
病
を
予

防
す
る「
一
次
予
防
」に
努
め
ま
し
ょ
う
。

〈
統
一
標
語
〉

１
に
運
動 

２
に
食
事 

し
っ
か
り

禁
煙 

最
後
に
ク
ス
リ

　
　
〜
健
康
寿
命
の
延
伸
〜

①
適
度
な
運
動
を
す
る
。

・
運
動
が
苦
手
な
方
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
。

②
食
事
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、摂
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
。

・
塩
分
や
糖
分
の
取
り
過
ぎ
や
食
べ
過
ぎ
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

③
禁
煙
を
す
る
。

・
禁
煙
は
病
気
の
有
無
を
問
わ
ず
、健
康
改
善

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　 

ま
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
す
と
と
も
に
、

毎
年
健
康
診
断
を
受
け
、自
分
の
健
康
状
態

を
常
に
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

９
月
は

健
康
増
進
普
及
月
間
で
す

　
国
勢
調
査
は
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
国
の
も

っ
と
も
重
要
な
統
計
調
査
で
あ
り
、
令
和
２
年

10
月
１
日
で
行
わ
れ
る
国
勢
調
査
は
実
施
１
０

０
年
目
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　
国
や
地
方
公
共
団
体
が
正
確
な
統
計
に
基

づ
い
て
公
正
で
効
率
的
な
行
政
を
行
う
た
め
に

は
、
日
本
に
住
む
全
て
の
方
・
世
帯
に
漏
れ
な

く
、
正
確
な
回
答
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
回
答
は
、か
ん
た
ん
便
利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
答
を
オ
ス
ス
メ
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
の
令
和

２
年
国
勢
調
査
へ
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
調
査
書
類
の
配
布
時
期

　
令
和
２
年
９
月
14
日（
月
）か
ら

　
24
日
頃
ま
で

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
受
付
期
間

　
令
和
２
年
９
月
14
日（
月
）か
ら

　
10
月
７
日（
水
）

令
和
２
年
国
勢
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
す



町民
憲章

1、 ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう

1、 互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう

1、 産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう

1、 教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう

1、 きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

15

あ
と
が
き

あ
と
が
き

人のうごき

☆只見振興センターにはこの他にもたくさんの本が置いてあり
ます。リクエストも随時受付けていますので、興味のある本等
ございましたらぜひご利用ください。

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

人　口　４，０６４（－４）
　男　　１，９８６（－２）
　女　　２，０７８（－２）
世帯数　１，７４０（－４）
高齢化率　　　４６．６％

転入 2　　転出 5　　出生 2　　死亡 3

（7月26日～8月25日届出分）敬称略

令和2年8月1日現在

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
オ

ン
ラ
イ
ン
○
○（
会
議
や
飲
み
会
等
）と

い
う
も
の
が
増
え
ま
し
た
。こ
れ
も
新

し
い
生
活
様
式
で
す
ね
。お
盆
に
は
、オ

ン
ラ
イ
ン
帰
省
と
い
う
家
庭
も
あ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。声
だ
け
で
な

く
、表
情
を
見
て
話
す
こ
と
が
出
来
る

と
何
と
な
く
ホ
ッ
と
し
た
気
分
に
な
り

ま
す
。

▽
い
つ
ま
で
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
の
か
分

か
り
ま
せ
ん
が
、自
分
や
周
り
の
人
を

守
る
た
め
に
も
新
し
い
生
活
様
式
の
再

確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
小
林
）

只見振興センター図書室
　　　　　☎８2－２１4１
事務補助員　齋藤　由美子

明和振興センター
おすすめ新着図書9月

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
届出のときにその旨をお伝えください。

■おくやみ申し上げます
清　水　タカノ 93歳 長　浜
髙　橋　八千代 76歳 只　見
本　多　　勉 69歳 只　見

■お誕生おめでとうございます
角　田　瑞　桔（女／  誠　 ・美智子）只見

みずき

みんなの前で手をあげて発表するとき
の、ドキドキする気持ち、だれもが経験
しているはず。そんな子供たちを「間違
えることをおそれちゃいけない」と励ま
し間違うなかで「ほんとのものを見つ

けていくのだ」
「そうしてみんなで伸びていくのだ」と語りかけます。
こんな教室だったらいいな、こんな教室にしたいな、という声
が、子供たちからも教師たちからも、そして親御さんたちからも
届いています。
子どもだけではなく、親にも教師にもおすすめしたいベストセ
ラー絵本。

内藤　誼人【著】/（廣済堂出版）

★半沢直樹「倍返し」の心理学

★教室はまちがうところだ

売られたケンカは、あえて買う。「肩
書き」ではなく、「自分自身」で信用
させる―ｅｔｃ．折れない心、めげな
い精神力…勝つためのビジネスス
キルは半沢直樹に学べ！
最高視聴率 46.7％、社会現象にも
なった超人気ドラマ『半沢直樹』。
本書は、その主人公・半沢直樹か
ら、人生を打開する心構え、折れない心を培う方法、めげない
精神力の鍛え方などを学ぶ一冊。追い詰められても決して負
けない強さの秘密とは？　人気心理学者が分析します。

蒔田 晋治【作】/長谷川 知子【絵】
（子どもの未来社）
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［コウチュウ目カミキリムシ科］ヨコヤマヒゲナガカミキリ

盛夏から秋口にかけて、生き物たちが様々な環境で賑わいを見せるなか、深奥のブナ林でひ
っそりと暮らす昆虫がいます。ヨコヤマヒゲナガカミキリは、幼虫も成虫もブナとイヌブナの生木
しか食べません。体は黒色の下地に白く細かい毛が密生しており、ブナの樹皮と同調した色合い
が特徴的なカミキリムシです。
ヨコヤマヒゲナガカミキリは日本特産種で本州、四国、九州に広く分布しますが、自然度の高

いブナ林にしか生息しない珍しい種です。成虫は体長3cm前後と比較的大きく、主に8月から9
月にかけて出現します。生木の幹内で羽化した後、根際に直径1cm程度の丸い穴（脱出孔）をあ
けて出てきます。日中はブナ林の梢で細い枝を食べていますが、夕刻になると、雌は幹をつたっ
て根際まで下りてきて産卵します。そのため、夕暮れどきに森を歩いていると、ブナの地際部を
徘徊している姿を見かけることがあります。
ブナ林が卓越する只見町では、ヨコヤマヒゲナガカミキリは町内全域で見られます。奥山だけ

でなく集落近くの森林でも比較的大きなブナが複数あれば生息しており、この虫にとって好適な
環境が広く残されていることが分かります。このように、ブナと密接な関わりを持つ本種は、只
見を代表する昆虫の一つと言えるでしょう。

（学名： 　　　　　　　　　　　　　 ） （写真・文　緒勝祐太郎）

只見町ブナセンターからのお知らせ

　只見町ブナセンター付属施設「ただみ・ブナと川のミュージアム」では、下記の通り企画展「只見の養蚕」を開催
しております。 実際にカイコの生体も展示しておりますので、お誘い合わせのうえ、ぜひお越しください。

会期：2020年7月4日（土）～2020年10月5日（月）
場所：ただみ・ブナと川のミュージアム　2階ギャラリー企画展「只見の養蚕」

◀
雌
は
ブ
ナ
の
根
際
の
樹
皮
を
か
じ
り
、そ
こ
に
産
卵
す
る

◀
成
虫
は
羽
化
後
、脱
出
す
る
と
き
根
際
に
丸
い
穴
を
あ
け
る

Dolichoprosopus yokoyamai

こずえ

だっしゅつこう
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